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県は福祉医療鼻助成見送り
三重県議会は猛反発

へえ"を観ました
吠iii.母 (かわ)べえを■て含ました.

ドイツ文学肴である､父 軽 く砿X三井五位)
が拍安井持臣で検事きれてから仲l■まじい家JL

押上喪の生活が一女十る.

その父 (とう)べいが昭和 L7勺三正JI JL死の

思いがしました.母べえ (宮水小iF食)の書き.

ヰ族-のおもいや りは平和-の書付からか.山田
梓次t:書のすごさが伝わゥてくる. 

-NFにtた方たらから r上かったなあJ rいい
吠書やfLあ｣とのFがNこえてきました. 

gL在.小 b)■r､リス トシネ†で､ ZJl下旬まで上 

gtされています.
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RDF処理料値上げ撒回せよ

三重県知事に申し入れ
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